
職場の心理的安全性を構築し，
部下のエンゲイジメントを促進するための，１on１実践プログラム

事例紹介

プログラム概要

目的 1. 部下の話を共感的に聴くスキルをみにつける（傾聴）

2. 部下の良いところを発見し，効果的に賞賛（承認）するスキル を習得する（アサーション）

3. 高ストレス場面でも，冷静さを保つための思考法を身につける （ストレスマネジメント）

4. １on1で必要とされる、基本的な姿勢を理解し、部下の話を聴 くスキルを身につける

ねらい １on1（上司と部下の定期的な面談）を導入している企業や導入を 考えている企業において、１on1による

効果を最大限発揮させるた めのプログラムです。部下との1対1の関わりにおいて、管理職が 身につけてお

くべき基本知識やコミュニケーションスキルを習得することで、以下の効果が期待されます。

◆組織

・創造性、生産性の向上 ・心理的安全性(職場で意見や考え等を率直に述べても、対人関係 が脅かされない

という信念が共有された状態)の醸成 ・従業員エンゲージメントが高い組織の構築

◆受講者（管理職）

・部下との信頼関係構築 ・ワーク・エンゲイジメント（仕事への活力や熱意）向上

◆部下

・仕事への自律性，主体性，パフォーマンス向上 ・ワーク・エンゲイジメント（仕事への活力や熱意）向上

対象 管理職・経営職 実施期間 2025年8月～10月（２時間×３日間）

プログラム風景

佐賀大学ウェルビーイング創造センター　リカレント教育部門

TEL：0952-28-8334　（平日 9:00 ～ 16:00）

EMAIL：kouza＠mail.admin.saga-u.ac.jp

カリキュラム

お問い合わせ

ウェルビーイング創造センター　リカレント教育部門
小林　百雲子　准教授

講師

実施企業 木村情報技術株式会社 受講人数 39名


